
企画提案書 審査基準表（配点：500点）

行 大 小 審査項目（大項目） 点数 評価の小項目 審査の視点（公表）

1 1 1 ア 導入・更新実績 同規模（一般病床200床以上）の病院における過去5年以内の更新実績。

2 1 2 イ 安定稼働支援実績 稼働後のシステム停止時間の抑制や、現場の課題を解決する主体的な運用改善提案の実績と体制。

3 2 1 ア〜イ 全体像・製品明示
情報の流れと接続方式が把握できる構成図（外部接続（地域連携、高知大学接続等）を含む）。採用するす
べてのシステム・ソフトウェアの名称、メーカー、バージョンの正確な提示。

5 2 3 ウ インフラ構成方針 冗長化による業務継続性の担保、およびVLAN等を用いたセキュリティに配慮した設計の妥当性。

6 2 4 エ レスポンス・改善方針 診療を妨げない定量的な目標数値の提示。経年劣化に対する継続的な性能維持・改善方針。

7 2 5 オ 機器構成・予備機 各部門の運用に即した配置計画。故障時に診療を停滞させない予備機運用と迅速な交換体制。

8 3 1 ア 主要工程・切替詳細
全体スケジュール、切替期間の詳細な行程、および停止中の診療を支える代替運用（紙等）の具体的支
援。

9 3 2 イ 会議体・WGの設計 病院側の意思決定を加速させる階層構造。効率的な運営手法（ハイブリッド開催等）の提案。

10 3 3 ウ 病院作業整理と支援策 病院職員の作業負荷の可視化。資料作成や事務的業務をベンダーが主体的に肩代わりする支援。

11 3 4 エ 報告・管理運営体制 定例報告、課題発生時のエスカレーション、議事録・課題管理表の運用ルールの実効性。

12 3 5 オ 調達リスク対応 調達困難時の代替機確保や工程調整の準備。遅延に伴う追加費用の負担に関する考え方。

13 3 6 カ 稼働直後特別支援 混乱期を最小化する現地支援体制（配置・時間枠）。通常保守へ移行する際の明確な品質基準。

14 4 1 ア データ移行方針 診療情報を断絶させない移行手法。費用対効果を考慮した段階的移行等の妥当性。

15 4 2 イ 過去参照・法的整合性 電子保存3原則を将来にわたり担保する参照環境。長期保存を見据えた運用の法的整合性。

16 4 3 ウ 移行作業・品質管理 クレンジング、マッピング等の工程管理。証跡の管理、および職員の検証負担軽減策。

17 4 4 エ 移行品質・説明責任 移行品質を証明する検証結果報告書等の提出。移行困難データ発生時の特定と代替手段。

18 5 1 稼動後のサポート体制 30 稼動後のサポート体制 窓口の一元化、復旧までの目標時間。専門技術者による支援およびリモート保守の体制。

19 6 1 ア ガイドライン適合設計 最新の厚労省ガイドライン適合。3層分離、認証基盤、権限管理等、県立病院としての設計。

20 6 2 イ インシデント対応・BCP サイバー攻撃検知から復旧までの協力体制。IT-BCP資料（手順書等）の整備・提出計画。

21 6 3 ウ EDR・SOC運用 24時間365日の監視範囲と初動対応の速さ。通知・一次対応の内容、費用対効果。

22 6 4 エ リモート保守安全設計 ガイドライン適合の接続方式、多要素認証、承認フロー、作業ログの監査方法。

23 7 1 ア 電子カルテ情報共有 全国プラットフォームへの対応手法、導入・運用費用の妥当性。

24 7 2 イ 電子処方箋サービス 院内運用に適した方式の提案。導入実績に基づいた運用上の留意点、改善策の提示。

25 8 1 ア 環境・セキュリティ VPN/二要素認証による安全な接続。端末紛失時のデータ非保持等の保護策。

26 8 2 イ 運用管理・動作担保 院外の不安定な通信環境下での動作安定性、外部機器との接続実績、サポート範囲。

27 9 1 イ 構築・調整体制 分離調達におけるキャリア等の他社との技術調整を、主契約者が主体的にリードし管理する体制。

28 9 2 イ 構築・技術実装 病院専用Wi-Fi設計思想（QoS等）、OS更新対応、端末内データ非保持の徹底。

29 10 1 効率化・付加提案 20 生成AI活用提案
安全性を担保した実務的な活用案。対象範囲、ガバナンス（学習禁止等）の設計。
院内データがAIモデルの学習に利用されないことの技術的証明（契約条件の提示含む）

30 11 1 次々回データ移行 10 次々回データ移行費用 将来の事業者変更を想定したデータ出力範囲の網羅性と、費用の透明性・妥当性。
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